Picture Materials and Historical Study : the Case of Umewakagongenengi-emaki (若権現縁起絵巻) by 鈴木 敏弘
絵画資料と歴史研究 : 『梅若権現縁起絵巻』を例
として
著者 鈴木 敏弘
出版者 法政大学史学会
雑誌名 法政史学
巻 52
ページ 55-67
発行年 1999-09-30
URL http://hdl.handle.net/10114/10684
絵
画
資
料
は
、
美
術
お
よ
び
美
術
史
研
究
の
対
象
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
文
献
史
学
の
研
究
対
象
と
し
て
も
主
要
な
一
分
野
を
形
成
し
つ
つ
あ
る
。
特
に
、
古
代
・
中
世
の
絵
巻
を
歴
史
資
料
と
し
て
研
究
対
象
と
し
た
の
は
、
一
九
八
○
年
代
以
降
の
い
わ
ゆ
る
社
会
史
盛
行
の
影
響
が
大
き
い
。
こ
の
段
階
の
絵
巻
研
究
は
、
主
に
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
面
を
対
象
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
民
衆
生
活
の
復
元
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
近
年
に
お
い
て
は
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
画
像
を
解
釈
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
古
文
書
・
古
記
録
と
の
併
用
に
よ
っ
て
対
象
と
な
る
絵
画
資
料
が
製
作
さ
れ
た
時
代
の
背
景
を
探
る
試
み
も
な
されてい（邸・
絵
画
資
料
の
中
で
も
、
歴
史
研
究
の
対
象
と
し
て
特
に
注
目
さ
は
じ
め
に
絵画資料と雁史研究（鈴木）
絵
画
資
料
と
歴
史
研
究
ｌ
『
梅
若
権
現
縁
起
絵
誉
を
例
と
し
て
Ｉ
れ
た
の
は
絵
巻
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
絵
巻
の
基
本
的
な
構
成
が
、
詞
書
と
そ
れ
の
絵
画
化
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
部
分
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
確
か
に
絵
巻
の
描
写
自
体
に
価
値
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
歴
史
的
に
貴
重
な
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
詞
書
も
ま
た
、
我
々
が
歴
史
を
探
求
す
る
際
に
貴
重
な
手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
絵
巻
研
究
の
第
一
は
、
描
写
自
体
の
研
究
、
第
二
に
は
、
描
写
と
詞
書
の
研
究
、
第
三
に
は
絵
巻
の
製
作
さ
れ
た
背
景
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
絵
巻
に
あ
る
地
域
が
描
か
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
描
か
れ
て
い
る
地
域
景
観
か
ら
地
域
的
特
質
を
探
る
研
究
も
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
絵
巻
と
い
う
文
化
財
を
歴
史
研
究
の
対
象
と
し
て
考
察
し
た
場
合
、
そ
こ
に
何
が
見
え
て
く
る
の
か
。
ま
た
絵
巻
自
体
が
、
文
化
財
と
し
て
貴
重
な
資
鈴
木
敏
弘
五
五
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東
京
都
墨
田
区
堤
通
に
所
在
す
る
木
母
寺
は
、
元
来
梅
若
寺
と
い
わ
れ
、
能
『
隅
田
川
』
で
知
ら
れ
る
梅
若
九
を
祀
っ
た
寺
院
で
あ
る
。
こ
の
木
母
寺
に
は
、
創
建
の
由
来
を
絵
巻
に
し
た
『
梅
若
権
現
縁
起
絵
巻
』
全
三
巻
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
『
梅
若
権
現
縁
起
絵
巻
』
は
、
す
で
に
昭
和
六
三
年
（
一
九
八
八
）
に
墨
田
区
登
録
有
形
文
化
財
（
歴
史
資
料
）
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
傷
み
も
激
し
く
、
さ
ら
な
る
保
護
の
必
要
性
と
、
墨
田
区
の
古
の
風
光
を
伝
え
て
い
る
と
い
う
絵
画
的
重
要
性
か
ら
、
平
成
九
年
二
九
九
七
）
改
め
て
墨
田
区
指
定
有
形
文
化
財
（
絵
画
）
に
指
定
さ
れ
た
。
ま
ず
、
『
梅
若
権
現
縁
起
絵
巻
』
の
概
要
を
記
し
て
お
き
た
い
。
指
定
名
称
は
、
「
紙
本
着
色
梅
若
権
現
縁
起
絵
巻
付
漆
箱
二
厘
」
で
あ
る
。
員
数
は
、
全
三
巻
（
上
巻
・
中
巻
・
下
巻
）
で
あ
り
、
各
々
の
法
量
は
、
上
巻
は
長
さ
一
二
七
二
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
・
幅一一一一・九センチメートル、中巻は長さ一二八四．八セン
料
で
あ
り
、
そ
の
保
護
と
活
用
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
東
京
都
墨
田
区
堤
通
に
所
在
す
る木母寺所蔵『梅若権現縁起臘趨』を素材に、地域景観と
そ
の
描
か
れ
た
意
味
を
考
え
る
と
と
も
に
、
絵
巻
そ
れ
自
体
の
保
護
と
活
用
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。
法
政
史
学
第
バ
ト
．
一
号
『梅若権現縁起絵巻』
チ
メ
ー
ト
ル
・
幅
三
一
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
下
巻
は
長
さ
一
四
五一一一・○センチメートル・幅三一・九センチメートルであ
る
。
形
状
お
よ
び
材
質
は
、
表
紙
は
紺
地
に
金
欄
唐
草
模
様
の
あ
る
錦
。
見
返
し
に
は
金
布
目
地
紙
。
押
え
竹
（
銅
製
）
は
中
巻
の
み
に
残
存
し
、
各
巻
に
焦
げ
茶
色
の
平
打
ち
紐
が
付
さ
れ
て
い
る
。
題
篭
は
金
砂
子
散
ら
し
の
蝋
菱
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
梅
若
権
現
御
縁
起
上
」
・
「
梅
若
権
現
御
縁
起
中
」
・
「
梅
若
権
現
御
縁
起
下
」
と
墨
書
し
、
各
巻
の
表
紙
左
一
肩
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
料
紙
は
金
切
箔
や
砂
子
を
散
ら
し
た
泥
間
似
合
紙
に
、
草
木
模
様
や
霞
の
下
絵
が
金
泥
に
よ
っ
て
描
か
れ
、
紙
背
に
は
金
銀
切
箔
を
散
ら
し
て
い
る
。
各
巻
の
料
紙
枚
数
は
、
上
巻
一
八
枚
、
中
巻
は
一
九
枚
、
下
巻
は
一
三
枚を継いでいる。
な
お
、
絵
巻
の
画
家
お
よ
び
書
家
に
つ
い
て
は
、
絵
巻
中
に
記
載
はなく、ともに不詳で込鼬。また、製作年代であるが、本
絵巻は安藤対馬守重胤が、延宝七年（’六七九）’’一月中旬
に当時の木母寺寺主典海へ寄進しているので延宝七年一一一
月以前の製作と推定される以外は不明である。
内
容
お
よ
び
構
成
で
あ
る
が
、
上
巻
は
、
第
一
段
か
ら
第
五
段
ま
で
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
巻
頭
に
は
、
「
和
光
同
塵
は
結
縁
の
初
、
八
相
成
道
利
物
の
終
と
い
へ
り
、
神
や
佛
の
結
縁
利
益
、
い
つ
れ
も
衆
生
の
為
な
れ
は
、
誰
人
か
そ
の
誓
願
を
あ
ふ
か
す
し
も
あ
ら
む
」
五
六
Hosei University Repository
と
あ
っ
て
、
絵
巻
全
体
の
序
文
と
し
て
の
位
置
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
詞
書
き
に
続
い
て
、
武
蔵
国
と
下
総
国
の
間
を
流
れ
る
隅
田
川
の
ほ
と
り
で
亡
く
な
り
神
と
な
っ
た
梅
若
丸
の
生
涯
を
尋
ね
る
と
父
は
洛
陽
北
白
川
に
住
む
吉
田
少
将
惟
房
、
母
は
美
濃
国
野
上
の
長者の一人娘である花御前で私矼という話の導入が続き、
第
一
図
〔
吉
田
少
将
邸
〕
が
描
か
れ
る
。
第
二
段
で
は
、
世
継
ぎ
の
誕
生
を
願
い
比
叡
山
の
麓
に
鎮
座
す
る
日
吉
社
の
拝
殿
に
詣
で
る
吉
田
少
将
と
花
御
前
が
第
二
図
〔
日
吉
社
頭
〕
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
場
面
の
描
写
は
、
随
従
す
る
家
臣
や
日
吉
社
の
山
王
鳥
居
な
ど
が
三
巻
中
で
最
も
長
い
画
面
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
場
面
は
、
当
絵
巻
が
山
王
信
仰
Ⅱ
天
台
宗
と
の
関
わ
り
を
表
現
す
る
出
発
点
の
意
味
と
し
て
受
け
取
れ
る
。
第
三
段
で
は
、
梅
若
九
の
父
吉
田
少
将
が
三
五
歳
で
病
没
し
、
母
が
父
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
せ
め
て
お
経
の
ひ
と
つ
で
も
読
め
る
よ
う
に
と
七
歳
に
な
っ
た
梅
若
丸
に
郎
党
の
中
山
次
郎
を
つ
け
て
比
叡
山
月
林
寺
に
登
ら
せ
る
場
面
が
、
第
三
図
〔
比
叡
山
月
林
寺
師
弟
対
面
〕
で
あ
る
。
第
四
段
で
は
、
梅
若
九
が
修
行
を
し
て
い
る
様
子
が
、
第
四
図
〔
比
叡
山
月
林
寺
修
学
三
昧
〕
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
第
五
段
で
は
、
梅
若
丸
が
一
二
歳
の
春
に
、
同
輩
と
の
和
歌
の
争
い
が
発
端
と
な
り
、
中
山
次
郎
ら
が
防
ぎ
戦
っ
て
い
る
第
五
図
〔
山
内
闘
争
（
こ
〕
が
描
か
れ
て
い
る
。
中
巻
も
第
一
段
か
ら
第
五
段
ま
で
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
絵
画
資
料
と
歴
史
研
究
（
鈴
木
）
は
、
上
巻
第
五
段
・
第
五
図
〔
山
内
闘
争
（
ご
〕
の
続
き
で
、
中
山
次
郎
が
身
を
も
っ
て
梅
若
丸
を
守
り
山
法
師
と
戦
っ
て
い
た
が
、
い
つ
し
か
梅
若
丸
と
中
山
次
郎
が
離
れ
離
れ
と
な
っ
て
い
る
場
面
が
、
第
一
図
〔
山
内
闘
争
（
二
）
〕
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
中
山
次
郎
は
討
ち
死
に
し
、
梅
若
丸
は
道
に
迷
い
琵
琶
湖
の
ほ
と
り
、
大
津
の
浜
へ
と
た
ど
り
着
く
。
そ
こ
に
奥
州
白
河
の
人
買
い
信
夫
の
藤
太が出現土馳・これが、第二図〔大津の浜藤太出現〕であ
る
。
信
夫
の
藤
太
に
連
れ
ら
れ
て
奥
州
へ
向
う
梅
若
丸
は
、
武
蔵
と
下
総
の
国
境
を
流
れ
る
隅
田
川
の
東
岸
関
屋
の
里
ま
で
た
ど
り
着
く
、
梅
若
丸
は
長
い
旅
の
疲
れ
か
ら
重
い
病
に
か
か
り
、
船
か
ら
あ
が
っ
た
が
、
｜
歩
も
歩
け
な
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
信
夫
の
藤
太
は
梅
若
丸
を
見
捨
て
て
こ
の
場
を
去
っ
て
し
ま
う
場
面
が
、
第
三
図
〔
隅
田
川
関
屋
の
里
〕
で
あ
る
。
第
四
図
〔
昇
天
〕
は
、
日
吉
山
王
権
現
の
使
者
で
あ
る
二
頭
の
猿
が
梅
若
丸
を
迎
え
天
に
昇
る
場
面
で
、
関
屋
の
里
に
梅
若
丸
が
日
吉
山
王
権
現
の
分
身
と
し
て
こ
の
地
に
鎮
座
す
る
因
縁
が
生
じ
た
場
面
で
あ
る
。
こ
の
場
面
は
、
上
巻
第
二
段
・
世
継
ぎ
の
誕
生
を
願
い
吉
田
少
将
と
花
御
前
が
日
吉
社
に
詣
で
る
第
二
図
〔
日
吉
社
頭
〕
と
関
連
す
る
場
面
で
あ
り
、
宗
教
的
要
素
の
濃
い
部
分
で
あ
る
。
わ
が
子
の
失
院
を
知
っ
た
花
御
前
の
姿
が
第
五
図
〔
吉
田
少
将
旧
邸
〕
に
描
か
れ
て
い
る
。
下
巻
も
上
・
中
巻
同
様
に
、
第
一
段
か
ら
第
五
段
ま
で
で
構
成
さ
五
七
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れ
て
い
る
。
第
一
図
〔
女
も
の
狂
い
〕
は
、
能
の
『
隅
田
川
』
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
短
冊
型
の
紙
片
の
つ
い
た
小
笹
Ⅱ
四
手
（
幣
）
を
手
に
し
て
町
を
さ
ま
よ
い
歩
く
狂
女
と
な
っ
た
花
御
前
が
東
へ
向
か
う
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
第
二
段
で
は
、
東
国
へ
向
っ
た
花
御
前
が
、
隅
田
川
を
渡
る
船
の
中
で
岸
か
ら
聞
こ
え
る
念
仏と鉦の音に対して船頭が去年の三月一亙則に幼い子供が
岸辺で亡くなったという話をし、これを聞いた花御前が、
自
分
の
子
供
の
こ
と
で
あ
る
の
に
気
が
つ
い
て
驚
き
嘆
き
悲
し
む
様
子
が
第
二
図
〔
悲
母
渡
河
〕
に
描
か
れ
て
い
る
。
第
三
図
〔
塚
前
回
向
〕
は
、
第
二
図
〔
悲
母
渡
河
〕
に
描
か
れ
て
い
る
描
写
と
ほ
ぼ
同
様
で
は
あ
る
が
、
第
二
図
〔
悲
母
渡
河
〕
が
昼
間
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
第
三
図
〔
塚
前
回
向
〕
は
月
が
描
か
れ
て
お
り
、
夜
間
の
描
写
と
な
っ
て
い
る
。
花
御
前
が
梅
若
丸
の
塚
の
前
で
菩
提
を
弔
っ
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
花
御
前
は
悲
し
み
の
あ
ま
り
隅
田
川
対
岸
の
橋
場
に
あ
る
鏡
ケ
池
に
入
水
し
た
と
こ
ろ
、
大
き
な
亀
が
花
御
前
の
亡
き
が
ら
を
背
に
乗
せ
て
現
れ
た
こ
と
か
ら
、
妙
亀
大
明
神
信
仰
が
お
こ
っ
た
と
い
う
話
が
、
第
四
図
〔
妙
亀
塚
由
来
〕
で
あ
る
。
第
五
図
の
〔
権
現
社
頭
〕
は
、
日
吉
山
王
権
現
の
分
身
と
し
て
《
梅
若
山
王
権
現
》
と
し
て
信
仰
の
対
象
と
な
る
場
面
で
あ
る
。
下
巻
の
最
後
に
は
、
「
此
寺
の
縁
起
、
破
壊
に
及
ひ
、
画
図
文
詞
正
し
か
ら
さ
る
故、安藤対馬守重治、再興して、画工能書に命し、縁起一一一
法
政
史
学
第
五
十
二
号
巻
に
事
生
、
当
寺
主
典
海
へ
寄
進
し
て
、
永
く
此
寺
の
什
物
と
な
す、神は敬によって威を増の謂歎千時延宝七暦紀弥生中
旬
」
と
あ
っ
て
、
絵
巻
全
体
の
結
び
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
『
梅
若
権
現
縁
起
絵
巻
』
の
各
々
の
場
面
と
詞
書
か
ら
は
、
以
上
の
よ
う
な
内
容
が
読
み
取
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
情
報
か
ら
ど
の
よ
う
な
地
域
景
観
を
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
ま
た
、
絵
巻
の
製
作
さ
れ
た
背
景
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か。前項で紹介したような、『梅若権現縁起絵巻』上巻は、
梅
若
丸
が
比
叡
山
と
結
び
付
く
前
提
と
し
て
、
父
の
洛
陽
北
白
川
に
住
む
吉
田
少
将
惟
房
と
母
の
美
濃
国
野
上
の
長
者
の
一
人
娘
で
あ
る
花御前が、世継ぎの誕生を願い比叡山の麓に鎮座する日吉
社の拝殿に詣でている。そして、吉田少将の死後梅若丸に
比叡山月林寺に登らせることによって、梅若丸が山王信仰
Ⅱ天台宗との関わりを有するようになる。これによって、
木
母
寺
が
天
台
宗
の
寺
院
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
関
連
付
け
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
梅
若
丸
の
父
吉
田
少
将
惟
房
と
い
う
人物や比叡山に月林寺という寺院は存在しない。では、な
ぜ
存
在
し
な
い
人
物
や
寺
院
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
ま
で
し
て
、
山
王
一
一
『
梅
若
権
現
縁
起
絵
巻
』
に
見
る
中
世
隅
田
の
地
域
景
観
五
八
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信
仰
Ⅱ
天
台
宗
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
絵
巻
が
製
作
さ
れ
た
経
緯
は
、
下
巻
末
に
「
此
寺
の
縁
起
、
破
壊
に
及
ひ
、
画
図
文
詞
正
し
か
ら
さ
る
故
、
安
藤
対
馬
守
重
治
、
再
興
し
て
、
画
工
能
書
に
命
し
、
縁
起
三
巻
に
事
生
、
当
寺
主
典
海
へ
寄
進
し
て
、
永
く
此
寺
の
什
物
と
な
す
、
神
は
敬
に
よ
っ
て
威
を
増
の謂歎千時延宝七札暦弥生中旬」とあって、延宝七年
（一六七九）’一一月中旬、安藤対馬守重治より当時の寺主で
あ
る
典
海
へ
寄
進
さ
れ
、
現
在
に
伝
わ
る
。
そ
し
て
重
治
が
寄
進
し
た
理
由
を
「
此
寺
の
縁
起
、
破
壊
に
及
ひ
、
画
図
文
詞
正
し
か
ら
さ
る
故
、
安
藤
対
馬
守
重
治
、
再
興
し
て
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
「
寺
伝
に
此
縁
起
は
昔
大
猷
院
殿
の
御
旨
を
受
て
重
治
の
祖
対
馬
守
某
撰
へ
る
処
な
り
」
と
あ
っ
て
、
も
と
も
と
伝
来
し
て
い
た
縁
起
を
改
め
て
作
製
し
た
と
伝
え
て
い誕・その理由としては、現存の縁起絵巻は、上巻・中巻
の
画
面
・
詞
書
の
構
成
の
根
幹
に
天
台
宗
Ⅱ
山
王
信
仰
が
存
在
し
て
お
り
、
木
母
寺
が
天
台
宗
寺
院
と
し
て
寛
永
寺
の
直
末
に
編
成
さ
れ
た
こ
と
と
関
連
し
て
現
存
の
縁
起
絵
巻
が
作
製
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら、靴・
そ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
上
巻
お
よ
び
中
巻
に
は
、
天
台
宗
Ⅱ
山
王
信
仰
が
色
濃
く
描
か
れ
、
木
母
寺
と
天
台
宗
を
結
び
付
け
る
た
め
に
、
吉
田
少
将
惟
房
と
花
御
前
が
世
継
ぎ
の
誕
生
を
願
い
日
吉
社
に
絵
川
資
料
と
歴
史
研
究
（
鈴
木
）
詣
で
、
梅
若
丸
が
比
叡
山
月
林
寺
で
修
行
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る。そ
し
て
、
上
巻
と
中
巻
を
む
す
び
つ
け
る
の
が
、
上
巻
第
五
図
〔
山
内
闘
争
（
ご
〕
と
中
巻
第
一
図
〔
山
内
闘
争
（
二
）
〕
で
あ
り
、
奥
州
白
河
の
人
買
い
信
夫
の
藤
太
が
、
前
半
部
と
木
母
寺
Ⅱ
隅
田
が
登
場
す
る
中
巻
第
三
図
〔
隅
田
川
関
屋
の
里
〕
以
降
を
結
び
付ける役割を担っている。
こ
の
奥
州
白
河
の
人
買
い
信
夫
藤
大
の
出
現
の
意
味
と
中
巻
第
三
図
〔
隅
田
川
関
屋
の
里
〕
か
ら
、
中
世
隅
田
の
地
域
的
特
質
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
信
夫
の
藤
太
が
重
い
病
に
か
か
っ
た
梅
若
丸
を
見
捨
て
て
去
っ
て
し
ま
う
場
が
、
関
屋
の
里
で
あ
る
。
関
屋
の
里
と
は
、
木
母
寺
の
背
後
に
位
置
す
る
隅
田
川
の
河
岸
に
面
し
た
地
域
を
指
す
地
名
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
付
近
に
『
吾
妻
鏡
』
に
見
え
る
「
隅
田
宿
」
が
存
在
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
隅
田
宿
の
初
見
は
、
こ
の
『
吾
妻
鏡
』
治
承
四
年
（
二
八
○
）
’
○
月
二
日
条
の
頼
朝
の
乳
母
で
あ
っ
た
小
山
政
光
の
妻
寒
河
尼
が
末
子
朝
光
を
伴
い
隅
田
宿
に
在
陣
中
で
あ
っ
た
頼
朝
の
も
と
へ
参
向
した記事であ麺・｜般的に中世の宿の原型が平安末期に形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
隅
田
が
宿
と
し
て
形
成
さ
れ
た
の
は
、
平
安
時
代
に
遡
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
隅
田
が
古
五
九
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く
よ
り
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
史
料
と
し
て
、
承
和
二
年（八一一一五）六月二九日付「大政官獅」がある・
大
政
官
符
応
造
浮
橋
布
施
屋
井
置
渡
船
事
（
中
略
）
一
加
増
渡
船
十
六
艘
尾張美濃両国堺墨俣河四艘。枕川棚腓。尾張国草津渡三
艘。航朏卿附参河飽海矢作両河各四艘。机川休柵囎遠
江駿河両国堺大井河四艘。机川棚剛駿河国阿倍河一一一
艘。航叶捌囎下総国太日河四艘。枕爪捌卿武蔵国石瀬
河三艘。侃卜捌畔武蔵下総両国堺住田河四艘。枕肌捌畔
右
河
等
崖
岸
広
遠
不
得
造
橋
。
佃
増
件
船
。
（
後
略
）
この中に「武蔵下総両国堺住田河四艘。枕川棚卿」と見
え
、
隅
田
川
の
渡
船
が
一
一
艘
か
ら
四
艘
に
増
船
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
太
政
官
符
」
に
見
え
る
増
船
地
は
、
い
ず
れ
も
古
代
の
官
道
上
の
渡
河
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
同
様
に
増
船
さ
れ
て
い
る
。
「
太
日
河
」
は
、
現
在
の
江
戸
川
で
あ
り
、
大
日
何
の
渡
河
点
は
、
下
総
国
府
の
所
在
し
た
千
葉
県
市
川
市
国
府
台
と
対
岸
に
位
置
す
る
「
下
総
国葛飾郡大嶋郷戸翻」に記載の見られる「甲和里」の比定
地
で
あ
る
東
京
都
江
戸
川
区
小
岩
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
下
総
法
政
史
学
姉
尺
ト
ー
ニ
リ
国
府
か
ら
小
岩
・
葛
飾
区
立
石
を
経
由
し
、
隅
田
に
至
る
ル
ー
ト
は、古代の官道の存在が認められてい率さらに、東京都
墨
田
区
墨
田
に
は
、
荒
川
放
水
路
開
削
以
前
に
、
隅
田
川
河
岸
の
木
母
寺
か
ら
通
じ
て
い
る
「
奥
州
街
道
」
と
称
さ
れ
る
道
が
存
在
し
て
おり、『雨の割』には、「（前略）東鑑に見へたり、隅田の
宿
は
木
母
寺
の
前
、
隅
田
川
の
岸
に
有
し
と
ぞ
、
其
跡
今
は
田
と
成
て
、
士
手
の
内
に
か
す
も
町
残
り
、
奥
州
道
の
か
わ
り
し
時
、
隅
田
の
宿
は
千
住
へ
移
り
て
、
今
の
千
住
の
宿
也
と
、
里
の
翁
の
語
り
侍
れ
ば
、
彼
書
に
見
へ
し
隅
田
の
宿
は
是
な
る
べ
し
（
後
略
）
」
と
あ
り、『江戸砂弼』にも「○隅田川の渡橋場の渡し共云、
隅
田
村
木
母
寺
へ
わ
た
る
所
、
此
わ
た
し
む
か
し
の
奥
州
街
道
と
云
、
伊
勢
物
語
の
、
日
も
く
れ
ぬ
は
や
船
に
の
れ
と
い
ひ
し
も
此
所
也
と
そ
」
と
、
近
世
地
誌
類
に
も
こ
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
絵
巻
を
所
蔵
す
る
木
母
寺
付
近
は
、
古
代
よ
り
中
世にいたるまで『吾妻鏡』に記載のある隅田宿が所在し、
下
総
国
府
へ
い
た
る
官
道
と
隅
田
が
奥
州
へ
通
じ
る
街
道
と
の
分
岐
点となっており、陸上・海上交通の要衝であった。
こ
こ
に
、
人
買
い
信
夫
の
藤
太
が
登
場
す
る
必
然
性
が
あ
り
、
藤
太
の
存
在
が
、
木
母
寺
と
梅
若
丸
を
結
び
付
け
る
要
素
と
な
る
と
と
も
に
、
『
梅
若
権
現
縁
起
絵
巻
』
の
製
作
さ
れ
た
近
世
の
初
期
の
段
階
に
お
い
て
も
「
隅
田
関
屋
の
里
」
が
奥
州
へ
の
経
路
と
し
て
認
識
－８－－
/、
○
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さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
近
世
以
降
の
木
母
寺
周
辺
は
、
明
暦
三
年
二
六
五
七
）
五
月
に
は
、
木
母
寺
境
内
、
本
堂
の
背
後
に
将
軍
の
隅
田
川
御
殿
が
建築され、四代将軍家綱が度々訪れてい率家綱の治世頃
成立したとされる『江戸名所江』巻一一一「角田川」には、
「
此
川
の
岸
ち
か
く
梅
若
丸
の
墓
あ
り
し
る
し
の
木
は
柳
な
り
三
月
十
五
日
は
縁
日
也
」
と
あ
っ
て
、
隅
田
川
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
梅
若
塚
Ⅱ
木
母
寺
と
い
う
認
識
が
み
ら
れ
る
と
と
も
に
、
庶
民
の
参
詣
に
よ
る
賑
わ
い
の
様
子
が
想
像
さ
れ
る
。
一
方
、
『
葛
西
志
』
に
よ
る
と
、
五
代
将
軍
綱
吉
の
生
母
桂
昌
院
が
木
母
寺
に
参
詣
、
本
絵
巻
を
見
学
す
る
と
と
も
に
絵
巻
を
借
り
受
け
て
後
日
返
却
したとの記載が見ら枢、将軍家の信仰も続いていた。隅田
川
御
殿
は
、
天
明
頃
二
七
八
一
～
一
七
八
八
）
消
滅
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
以
後
こ
の
地
は
庶
民
の
憩
い
の
場
と
な
り
、
安
藤
（
歌
川
）
広
重
も
「
関
屋
の
里
」
を
描
い
て
い
る
。
『
梅
若
権
現
縁
起
絵
巻
』
の
製
作
段
階
に
お
い
て
は
、
「
関
屋
の
里
」
は
、
隅
田
川
御
殿
や
庶
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
、
奥
州
へ
の
経
路
上
の
地
点
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
われる。
以
上
の
よ
う
に
、
『
梅
若
権
現
縁
起
絵
巻
』
を
通
し
て
、
登
場
人
物
や
地
域
に
つ
い
て
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。
『
梅
若
権
現
縁
起
絵
絵
側
資
料
と
膝
史
研
究
（
鈴
木
）
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
『
梅
若
権
現
縁
起
絵
巻
』
は
、
中
世
の
景
観
を
視
覚
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
製
作
さ
れ
た
背
景
に
存
在
す
る
意
味
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
絵
巻
と
い
う
形
態
を
と
っ
て
い
る
こ
と
自
体
に
あ
る
種
の
意
義
が
あ
っ
て
、
描
か
れ
て
い
る
内
容
を
把
握
す
る
に
は
、
原
本
を
広
げ
て
通
覧
す
る
こ
と
が
最
も
理
解
し
や
す
い
手
段
で
あ
る
こ
と
に
、
間
違
い
な
い
し
か
し
、
『
梅
若
権
現
縁
起
絵
巻
』
は
、
そ
の
上
・
中
・
下
巻
の
す
べ
て
の
巻
の
本
紙
に
折
が
無
数
に
見
ら
れ
、
こ
れ
を
原
因
と
し
て
絵
具
が
剥
落
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
各
巻
す
べ
て
の
修
復が急がれ鬘るが、特に上巻については、昭和二○年（’九
四
五
）
三
月
一
五
日
夜
半
、
米
軍
機
に
よ
る
空
襲
を
う
け
た
際
に
爆
弾
の
破
片
が
外
箱
・
内
箱
を
貫
通
し
、
上
巻
に
つ
き
さ
さ
っ
た
結
巻
』
は
、
単
に
絵
画
資
料
と
し
て
の
価
値
に
止
ま
ら
ず
、
そ
こ
か
ら
、
無
数
と
も
い
え
る
よ
う
な
様
々
な
情
報
を
提
示
し
て
く
れ
る
。
さ
ら
に
、
単
な
る
視
覚
的
に
中
世
の
景
観
を
訴
え
る
だ
け
の
素
材
と
し
て
で
は
な
く
、
隅
田
関
屋
の
里
が
、
近
世
初
期
の
人
々
に
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
し
て
絵
巻
が
製
作
さ
れ
た
背
景
に
あ
る
見
え
な
い
意
識
が
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
を
理
解
す
る
必
要
があろう。
三
『
梅
若
権
現
縁
起
絵
巻
』
の
活
用
と
そ
の
方
法一ハ一
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果
、
上
巻
に
二
○
数
ケ
所
の
損
傷
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
保
護
を
目
的
と
し
て
墨
田
区
指
定
有
形
文
化
財
（
絵
画
）
に
指
定
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
公
開
が
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
は
い
い
つ
つ
も
、
保
存
の
方
向
で
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
無
論
、
公
開
を
前
提
と
し
た
修
復
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
で
も
基
本
的
に
は
保
存
の
た
め
の
修
復
で
あ
っ
て
、
公
開
す
る
場
合
に
お
い
て
も
最
低
限
の
公
開
に
止
め
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
た
郷
土
文
化
資
料
館
に
お
い
て
、
こ
の
絵
巻
を
通
し
て
中
世
の
隅
田
に
「
宿
」
が
置
か
れ
て
い
た
理
由
と
木
母
寺
が
存
在
す
る
意
味
な
ど
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
何
ら
か
の
形
で
展
示
す
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
。
し
か
し
、
『
梅
若
権
現
縁
起
絵
巻
』
は
寺
宝
で
あ
り
、
木
母
寺
に
お
い
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
意
味
が
あ
り
む
や
み
に
資
料
館
に
お
い
て
展
示
で
き
る
性
格
の
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
傷
み
も
激
し
く
、
原
本
を
広
げ
て
通
覧
す
る
こ
と
が
実
質
的
に
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
選
択
肢
と
し
て
は
、
写
真
の
展
示
や
レ
プ
リ
カ
の
作
製
な
ど
が
考
え
ら
れ
た
が
、
絵
巻
は
そ
れ
自
体
の
形
態
と
広
げ
て
通
覧
す
る
こ
と
に
展
示
す
る
意
味
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
部
分
写
真
を
展
示
し
て
も
ど
こ
ま
で
展
示
の
意
図
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
最
終
的
な
結
論
と
し
て
は
、
レ
プ
リ
カ
の
作
製
と
い
う
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
レ
プ
リ
カ
作
製
の
方
法
な
ど
法
政
史
学
節
五
Ｉ
一
一
号
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
複
製
物
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
紙
・
建
造
物
・
金
属
製
品
・
土
器
な
ど
が
あ
る
が
、
「
梅
若
権
現
縁
起
絵
巻
』
を
例
に
そ
の
工
程
を
記
して見たい。
ま
ず
複
製
物
の
製
作
に
あ
た
っ
て
は
、
絵
巻
の
全
部
を
複
製
す
る
の
か
、
部
分
複
製
に
と
ど
め
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
部
分
複
製
の
場
合
に
は
、
展
示
を
行
っ
た
場
合
、
複
製
物
自
体
の
劣
化
が
生
じ
る
こ
と
と
基
本
的
に
は
、
複
製
物
自
体
も
史
料
的
価
値
を
有
す
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
全
巻
の
複
製
を
行
う
べ
き
で
あ
る
が
、
最
終
的
に
は
予
算
と
の
兼
ね
合
い
と
な
る
。
『
梅
若
権
現
縁
起
絵
巻
』
の
場
合
は
、
史
料
的
価
値
と
展
示
効
果
を
鑑
み
、
予
算
の
許
す
最
大
の
範
囲
で
お
こ
な
う
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
直
接
墨
田
区
に
関
わ
る
下
巻
の
す
べ
て
一
四
五
三
・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
中
巻
の
一
部
約
二
○
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
複
製
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
所
有
者
に
複
製
許
可
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
今
回
は
、
墨
田
区
で
最
初
の
指
定
文
化
財
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、
資
料
館
に
お
け
る
展
示
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
御
協
力
い
た
だ
け
た
。
複
製
の
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
と
い
っ
て
、
た
だ
ち
に
作
業
に
入
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
今
回
の
全
工
程
に
掛
か
っ
た
期
間
は
、
約
二
年
間
か
か
る
と
予
想
さ
れ
、
ま
た
資
料
館
の
開
館
期
日
も
不
明
確
で
あ
っ
た
た
め
早
目
に
、
所
有
者
・
複
製
物
製
一ハーー
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作
業
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
や
調
整
を
行
い
、
は
じ
め
て
実
際
の
製
作
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
。
で
は
、
実
際
の
製
作
工
程
を
み
て
み
た
い
。
製
作
の
第
一
歩
は
Ｈ
所
有
者
（
又
は
管
理
責
任
者
）
立
会
い
の
下
に
現
物
の
状
態
の
事
前
調
査
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
、
料
紙
の
枚
数
や
使
用
す
る
絵
具
の
種
類
や
表
装
の
確
認
を
行
う
。
次
ぎ
に
、
口
資
料
の
写
真
撮
影
を
行
う
。
写
真
撮
影
と
い
っ
て
も
、
版
下
作
製
用
に
五
三
○
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
×
四
三
○
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
モ
ノ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
使
用
し
て
原
寸
大
の
撮
影
を
行
い
、
別
に
、
彩
色
技
術
者
に
よ
る
色
彩
り
と
仕
上
げ
時
の
参
考
資
料
の
た
め
に
、
八
×
一
○
イ
ン
チ
の
リ
バ
ー
サ
ル
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
で
撮
影
を
行
う
。
ち
な
み
に
、
絵
図
な
ど
実
物
が
特
製
フ
ィ
ル
ム
の
サ
イ
ズ
よ
り
大
き
い
場
合
は
、
原
寸
大
撮
影
を
基
礎
と
す
る
の
で
分
割
撮
影
を
行
う
。
ま
た
、
色
彩
が
あ
ま
り
関
係
の
な
い
よ
う
な
文
書
な
ど
の
場
合
は
、
彩
色
技
術
者
に
よ
る
色
彩
り
と
仕
上
げ
時
の
参
考
資
料
用
に
、
四
×
五
イ
ン
チ
の
リ
バ
ー
サ
ル
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
で
撮
影
を
行
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
撮
影
さ
れ
た
原
寸
大
フ
ィ
ル
ム
を
も
と
に
、
日
製
版
ｌ
コ
ロ
タ
イ
プ
製
版
が
行
わ
れ
る
。
原
寸
大
に
撮
影
し
た
原
版
か
ら
、
各
々
の
色
版
を
必
要
に
応
じ
て
製
作
し
、
こ
れ
を
製
版
用
板
ガ
ラ
ス
に
張
り
込
み
作
業
を
行
な
っ
た
の
ち
、
念
入
り
な
ネ
ガ
修
正
を
す
る
。
現
在
通
常
の
印
刷
を
行
う
と
、
網
点
が
出
る
が
、
コ
ロ
タ
イ
プ
絵
画
資
料
と
歴
史
研
究
（
鈴
木
）
印
刷
は
、
印
刷
用
板
ガ
ラ
ス
に
感
光
材
を
塗
布
し
、
そ
の
上
に
製
作
し
た
原
版
を
カ
ー
ポ
ン
ラ
イ
ト
に
よ
り
、
焼
き
付
け
処
理
を
行
う
た
め
、
文
字
や
絵
柄
の
部
分
が
、
そ
の
ま
ま
綺
麗
な
線
で
印
刷
さ
れ
る。そして、四印刷。ロにより製作された印刷用原版（板
ガ
ラ
ス
）
を
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
機
に
か
け
、
特
漉
和
紙
又
は
絹
に
色
別
に
印
刷
を
か
さ
ね
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
し
て
で
き
る
の
が
、
い
わ
ば
下
地
の
段
階
で
あ
る
。
こ
の
下
地
は
、
極
め
て
薄
く
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
彩
色
技
術
者
（
日
本
画
家
）
に
よ
る
彩
色
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
田
仕
上
げ
の
工
程
と
し
て
、
専
門
技
術
者
に
よ
る
細
密
な
色
修
正
に
よ
り
、
原
本
の
質
感
を
十
分
に
反
映
す
る
。
そ
し
て
、
作
業
の
途
中
で
、
原
本
と
照
合
さ
せ
る
㈹
校
正
（
中
間
検
査
）
を
行
う
。
そ
の
結
果
、
よ
り
綿
密
な
微
調
整
を
行
い
、
絵
画
・
詞
書
の
部
分
が
完
成
す
る
。
そ
し
て
他
表
装
を
行
う
わ
け
で
あ
る
が
、
原
本
の
表
装
に
使
用
さ
れ
て
い
る
布
等
は
、
全
く
同
じ
も
の
が
現
在
残
っ
て
い
る
こ
と
は
希
な
た
め
、
実
物
に
近
い
（
同
程
度
の
）
表
装
を
行
う。最後に、㈹所有者（又は管理責任者）に承認を受け、
完成・納品とする。
以
上
は
、
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
の
場
合
で
あ
る
が
、
オ
フ
セ
ッ
ト
、
そ
の
他
併
用
の
場
合
の
作
製
方
法
も
あ
る
。
異
な
る
点
の
み
記
し
て
お
こ
う
。
オ
フ
セ
ッ
ト
、
そ
の
他
併
用
の
場
合
に
は
、
ロ
写
真
撮
影
は
、
原
資
料
を
八
×
一
○
イ
ン
チ
又
は
四
×
五
イ
ン
チ
の
カ
ラ
ー
ポ
一ハーーー
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ジ
フ
ィ
ル
ム
に
撮
影
し
、
日
製
版
は
、
現
像
し
た
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
よ
り
印
刷
に
必
要
と
す
る
各
々
の
色
版
を
原
寸
大
に
製
作
し
、
製
版
を
用
意
す
る
。
囚
校
正
は
、
完
成
し
た
刷
版
に
よ
り
校
正
機
に
か
け
て
必
要
度
数
の
色
版
を
刷
り
重
ね
、
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
と
対
照
し
て
厳
密
な
色
合
わ
せ
を
行
い
、
更
に
色
版
の
訂
正
を
施
す
。
田
印
刷
は
、
校
正
の
終
わ
っ
た
刷
版
を
本
機
に
か
け
、
原
本
の
用
紙
と
同
質
の
特
漉
和
紙
又
は
絹
を
用
い
て
本
刷
を
行
う
。
㈹
仕
上
げ
は
、
専
門
技
術
者
に
よ
る
細
密
な
色
修
正
を
行
い
、
原
本
の
質
感
を
十
分
に
再
現
す
る
ようにする。
こ
の
よ
う
に
作
製
さ
れ
た
レ
プ
リ
カ
は
、
レ
プ
リ
カ
と
は
い
え
原
本
の
質
感
を
伝
え
る
も
の
で
あ
っ
て
、
展
示
品
の
中
で
も
、
目
を
引
く
存
在
で
あ
り
、
展
示
の
目
玉
の
う
ち
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
、
原
本
を
忠
実
に
伝
え
る
模
本
と
も
い
う
べ
き
存
在
と
も
なった。
文
化
財
は
保
護
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
文
化
財
を
調
査
。
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
史
・
資
料
は
破
壊
の
第
一
歩
と
な
る
。
し
か
し
、
研
究
の
結
果
、
よ
り
よ
い
保
存
方
法
等
が
明
確
と
な
る
利
点があり、現状以上の保護が可能となる。さらに保存処置
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
化
財
保
護
の
も
う
一
つ
の
目
的
で
あ
る
む
す
び
に
か
え
て
法
政
史
学
館
五
’
二
号
公
開
が
可
能
と
な
る
。
そ
し
て
、
史
・
資
料
の
公
開
に
よ
り
、
｜
般
人
に
周
知
・
認
知
さ
れ
、
そ
れ
は
文
化
財
へ
の
興
味
を
も
た
ら
し
、
結
果
的
に
は
、
保
護
の
認
識
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
る
。
『
梅
若
権
現
縁
起
絵
巻
』
の
レ
プ
リ
カ
製
作
は
、
そ
の
一
つ
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そして『梅若権現縁起絵巻』のレプリカ製作の意図は、
第
一
に
単
に
絵
画
そ
れ
自
体
の
展
示
に
と
ど
ま
ら
ず
、
絵
巻
と
い
う
形
態
を
も
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
。
第
二
に
地
域
に
直
接
関
わ
る
部
分
を
す
べ
て
製
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
景
観
の
イ
メ
１
ジ
を
豊
か
に
し
て
も
ら
う
こ
と
。
そ
し
て
第
三
に
、
下
巻
の
す
べ
て
を
製
作
し
た
こ
と
に
よ
り
、
絵
画
資
料
を
対
象
と
す
る
研
究
は
、
基
本
的
に
原
本
を
対
象
と
す
る
必
要
性
が
高
い
の
で
あ
る
が
、
レ
プ
リ
カ
自
体
が
研
究
資
料
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
よ
う
に
な
り
、
原
本
が
破
壊される危険性を少しでも回避できる、という点の三点に
要約できよう。
註（
１
）
絵
巻
の
視
覚
的
研
究
や
製
作
年
代
・
作
者
な
ど
の
研
究
は
、
江
戸
時
代
か
ら
見
ら
れ
、
詞
書
の
研
究
も
『
群
書
類
従
』
に
多
数
収
め
ら
れ
る
な
ど
、
江
戸
時
代
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
。
美
術
史
や
文
学
か
ら
の
研
究
は
多
大
な
蓄
積
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
歴
史
学
か
ら
の
研
究
と
し
て
は
、
網
野
善
彦
『
週
刊
朝
日
百
科
日
本
の
歴
史
別
冊
歴
史
の
読
み
六
四
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方
１
絵
画
史
料
の
読
み
方
』
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
三
年
）
、
黒
田
日
出
男
「
絵
巻
を
い
か
に
読
む
か
」
（
『
岩
波
講
座
社
会
科
学
の
方
法
Ⅸ
』
岩
波
書
店
、
’
九
九
三
年
）
な
ど
が
あ
る
。
（
２
）
『
梅
若
権
現
縁
起
絵
巻
』
の
絵
画
部
分
に
つ
い
て
は
、
『
絵
と
写
真
で
見
る
梅
若
塚
・
木
母
寺
物
語
』
（
木
母
寺
、
’
九
九
一
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
詞
書
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
慶
応
義
塾
大
学
国
文
学
研
究
会
編
『
梅
若
縁
起
の
研
究
と
資
料
』
（
桜
楓
社
、
一
九
八
四
年
）
の
資
料
編
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
『
梅
若
権
現
縁
起
絵
巻
』
お
よ
び
木
母
寺
に
つ
い
て
は
、
真
宗
光
隆
著
『
梅
若
塚
物
語
』
（
梅
柳
山
木
母
寺
、
’
九
九
五
年
）
が
詳
し
い
。
（
３
）
『
絵
巻
』
自
体
に
は
、
書
・
絵
と
も
に
作
者
に
関
す
る
情
報
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
小
林
忠
氏
の
御
教
示
に
よ
る
と
、
「
作
風
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
狩
野
派
主
流
の
画
家
が
大
和
絵
の
手
法
を
加
え
て
描
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
具
体
的
な
画
家
個
人
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
「
葛
西
志
』
（
東
京
地
誌
史
料
第
二
巻
、
地
誌
刊
行
会
、
’
九
三
一
年
）
’
八
九
～
一
九
○
頁
。
お
よ
び
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
（
大
日
本
地
誌
大
系
八
、
雄
山
閣
、
一
九
九
六
年
）
五
頁
に
は
「
梅
若
権
現
縁
起
三
軸
土
佐
家
彩
色
絵
人
な
り
」
と
あ
っ
て
、
土
佐
派
の
画
家
の
手
に
よ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
本
絵
巻
は
、
縁
起
絵
巻
と
い
う
性
格
上
大
概
は
大
和
絵
の
様
式
を
踏
襲
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
、
『
葛
西
志
』
お
よ
び
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
、
「
土
佐
家
彩
色
絵
入
な
り
」
と
記
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
（
４
）
安
藤
家
は
代
々
三
河
松
平
家
に
仕
え
、
重
治
の
四
代
前
の
祖
基
能
絵
阿
資
料
と
脈
史
研
究
（
鈴
木
）
は
徳
川
家
康
に
属
し
三
方
ヶ
原
の
戦
い
に
お
い
て
戦
死
し
た
。
基
能
の
長
男
直
次
は
、
紀
伊
徳
川
家
の
付
家
老
と
し
て
紀
伊
田
辺
三
万
八
千
石
を
領
し
、
直
次
系
の
子
孫
は
明
治
維
新
に
至
る
ま
で
紀
伊
徳
川
家
の
付
家
老
を
勤
め
る
。
本
絵
巻
の
寄
進
者
重
治
は
、
基
能
の
次
男
重
信
の
系
譜
を
引
き
、
重
信
の
曾
孫
に
あ
た
る
。
重
治
は
、
重
博
・
重
貞
・
重
孝
な
ど
の
別
名
が
あ
る
。
寛
永
一
七
年
（
一
六
四
○
）
に
生
ま
れ
、
承
応
一一一年（一六五四）従五位対馬守に叙任。父重之が寛永一八年
（
一
六
四
一
）
に
没
し
て
い
た
た
め
、
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
祖
父
重
長
の
遺
領
を
継
ぎ
高
崎
六
万
石
を
領
す
。
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
備
中
松
山
に
転
封
と
な
り
、
五
千
石
を
加
増
さ
れ
る
。
元
禄
二
年
（
一
六
九
八
）
八
月
九
日
、
五
九
歳
で
没
し
た
（
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
七
、
続
群
書
類
征
完
成
会
、
一
九
六
五
年
）
一
七
七
～
八
頁
。
真
泉
光
隆
氏
に
よ
る
と
、
安
藤
重
治
は
、
「
出
生
の
翌
年
に
父
を
喪
い
、
長
じ
て
の
ち
一
・
八
歳
で
祖
父
の
遺
領
・
上
州
高
崎
六
万
石
を
継
ぐ
と
い
う
、
武
家
貴
族
の
環
境
下
な
が
ら
一
種
の
母
子
家
庭
の
育
ち
で
あ
っ
た
。
伝
聞
に
よ
れ
ば
重
治
は
、
隅
田
村
内
の
某
寺
に
縁
故
が
あ
っ
て
梅
若
塚
に
詣
で
る
機
縁
が
生
じ
、
絵
巻
寄
進
の
端
緒
が
開
け
た
と
い
う
が
、
奏
者
番
と
い
う
殿
中
の
要
職
に
あ
っ
て
将
軍
に
近
侍
す
る
身
で
あ
る
と
共
に
、
家
庭
環
境
に
も
似
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
絵
巻
物
作
成
の
動
機
の
裏
側
を
知
る
何
か
の
手
掛
か
り
が
、
こ
の
辺
に
あ
り
そ
う
で
あ
る」とされている。前掲註（２）『梅若塚物語』三一一一頁。
（
５
）
梅
若
流
離
謹
の
原
形
と
も
い
う
べ
き
謡
曲
『
隅
田
川
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
四
○
謡
曲
集
上
、
岩
波
書
店
、
’
九
六
○
年
）
三
九
○
頁
。
で
は
、
「
梅
若
丸
は
一
二
歳
、
命
日
は
三
月
一
五
日
、
父
は
吉
六
１１
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田
何
某
、
母
は
都
北
白
河
に
年
経
て
住
め
る
女
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る。
（
６
）
信
夫
の
藤
太
が
登
場
す
る
の
は
、
『
梅
若
権
現
縁
起
絵
巻
」
が
初
見
で
あ
る
。
ま
た
、
福
島
県
に
は
、
信
夫
の
藤
太
の
屋
敷
跡
と
伝
え
ら
れ
る
場
所
が
あ
る
と
い
う
。
前
掲
註
（
２
）
『
梅
若
塚
物
語
』
’
八
八
～
一八九百参照。
（
７
）
梅
若
丸
の
命
日
が
、
三
月
一
五
日
で
あ
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
棚
橋
光
男
氏
は
、
人
身
売
買
文
書
の
日
付
が
一
○
月
か
ら
三
月
に
集
中
し
て
お
り
、
冬
季
は
そ
の
年
の
凶
作
に
よ
っ
て
た
だ
ち
に
生
活
の
資
が
欠
乏
す
る
と
き
で
あ
り
、
二
月
を
中
心
と
す
る
時
期
は
年
貢
の
納
期
で
あ
り
、
春
季
は
前
年
か
ら
の
飢
饅
状
況
が
も
ち
こ
さ
れ
て
食
料
が
払
拭
し
た
上
、
春
時
の
耕
作
開
始
の
た
め
の
農
料
準
備
な
ど
が
焦
日
の
急
と
な
る
時
期
で
あ
る
（
人
身
売
買
文
書
と
謡
曲
隅
田
川
」
、
『
日
本
史
研
究
』
一
一
○
三
号
、
’
九
七
九
年
、
後
に
同
氏
著
『
中
世
成
立
期
の
法
と
国
家
』
、
塙
書
一
房
、
’
九
八
三
年
）
、
と
さ
れ
、
樋
口
州
男
氏
は
、
棚
橋
氏
の
指
摘
の
み
で
は
な
く
、
人
身
売
買
は
交
通
の
要
地
で
あ
る
市
・
宿
と
い
っ
た
場
で
行
わ
れ
、
そ
の
取
引
き
に
は
問
丸
ら
の
港
湾
業
者
な
ど
が
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
西
国
か
ら
の
船
が
多
数
航
行
し
、
隅
田
宿
や
問
丸
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
隅
田
川
一
帯
は
、
人
身
売
買
が
語
ら
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
場
で
あ
っ
た
（
「
語
り
継
ぐ
民
」
、
佐
藤
和
彦
編
『
中
世
の
民
衆
』
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
七
年
）
、
と
さ
れ
宿
・
市
と
い
っ
た
梅
若
丸
の
話
が
伝
え
ら
れ
た
場
の
問
題
を
指
摘
さ
れ
た
。
三
月
一
五
日
の
意
味
は
、
棚
橋
氏
の
指
摘
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
が
、
奥
州
の
人
買
信
夫
の
藤
太
が
登
場
し
、
梅
若
丸
を
か
ど
わ
か
す
場
が
大
津
で
あ
状
政
史
学
第
ハ
ー
ー
ュ
リ
る
点
に
つ
い
て
も
注
目
す
べ
き
で
あ
り
、
樋
口
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
人
身
売
買
の
行
わ
れ
る
場
と
港
湾
業
者
の
存
在
が
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
８
）
本
縁
起
絵
巻
の
原
本
と
も
い
う
べ
き
縁
起
は
、
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
よ
る
と
徳
川
家
光
の
命
に
よ
っ
て
重
治
の
祖
対
馬
守
某
が
製
作
・
寄
進
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
重
治
の
祖
先
の
う
ち
対
馬
守
を
名
乗
る
人
物
と
し
て
は
曾
祖
父
の
重
信
が
い
る
。
重治の曾祖父重信は、弘治三年（’五五七）一一一何国に生ま
れ
る
。
重
信
は
父
・
兄
と
同
様
に
徳
川
家
康
・
秀
忠
に
属
し
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
、
関
ヶ
原
の
戦
い
（
こ
の
時
は
秀
忠
に
属
し
信
濃
上
田
城
攻
略
中
の
た
め
間
に
合
わ
な
か
っ
た
）
、
大
坂
冬
の
陣
・
同
夏
の
陣
な
ど
に
従
軍
し
、
慶
長
九
年
（
一
六
○
四
）
従
五
位
下
対
馬
守
に
叙
任
。
元
和
五
年
（
’
六
一
九
）
上
野
国
高
崎
藩
五
万
六
千
石
の
城
主
と
な
る
。
元
和
七
年
（
’
六
二
一
）
六
月
二
九
日
、
六
五
歳
で
没
し
た
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
七
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
五
年
）
一
七五～六頁。
こ
の
よ
う
に
重
信
は
、
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
に
没
し
て
い
る
が、徳川家光が三代将軍となったのは元和九年（一六二一一一）
で
あ
る
。
そ
し
て
家
光
が
将
軍
で
あ
っ
た
頃
の
藩
主
は
重
治
の
祖
父
重
長
で
あ
る
。
重
治
の
祖
父
重
長
は
、
慶
長
五
年
二
六
○
○
）
本
多
藤
四
郎
と
重
信
の
娘
と
の
間
に
生
ま
れ
た
。
重
信
の
養
子
と
な
り
、
重
信
と
と
も
に
大
坂
冬
の
陣
、
同
夏
の
陣
な
ど
に
従
軍
す
る
。
元
和
元
年
（
’
六
一
五
）
従
五
位
下
伊
勢
守
に
叙
任
さ
れ
る
。
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
、
重
信
の
死
去
に
よ
り
そ
の
遺
領
を
受
け
継
ぐ
。
寛
永
一
一
一
年
一ハーハ
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（
皿
）
養
老
五
年
「
下
総
国
葛
飾
邪
東
京
帝
国
大
学
、
一
九
○
一
年
）
。
（
旧
）
下
総
国
府
か
ら
小
岩
・
葛
飾
（
一
六
一
一
一
五
）
、
初
代
の
寺
社
奉
行
と
な
る
。
寛
永
一
四
年
（
’
六
三
七
）
奏
者
番
と
な
り
、
寺
社
奉
行
を
兼
ね
る
。
明
暦
三
年
（
’
六
五
七
）
九
月
二
九
日
、
五
七
歳
で
没
し
た
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
七
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
’
九
六
五
年
）
。
し
か
し
重
長
が
対
馬
守
を
名
乗
っ
た
形
跡
は
な
く
、
家
光
の
命
に
よ
っ
て
作
製
・
寄
進
さ
れ
た
と
い
う
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
の
記
載
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
存
の
縁
起
絵
巻
の
原
本
と
い
う
べ
き
も
の
が
存
在
し
、
後
に
重
治
に
よ
っ
て
改
め
て
作
製
・
寄
進
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
（
９
）
こ
の
点
に
つ
い
て
小
林
忠
氏
の
御
教
示
に
よ
る
と
、
「
金
泥
の
下
絵
が
元
和
・
寛
永
期
（
一
六
一
五
～
一
六
四
一
一
一
）
に
見
ら
れ
る
古
い
様
式
で
あ
り
、
延
宝
期
の
作
品
に
は
見
ら
れ
な
い
様
式
」
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
破
壊
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
本
絵
巻
の
原
本
の
様
相
を
か
な
り
生
か
し
た
作
品
と
考
え
ら
れ
、
『
新
編
武
蔵
風
土
記
槁
』
の
記
載
を
裏
付
け
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
皿
）
拙
槁
「
『
吾
妻
鏡
』
治
承
四
年
十
月
二
日
条
の
解
釈
を
め
ぐ
る
一
考
察
ｌ
隅
田
宿
の
位
置
を
中
心
に
ｌ
」
（
『
日
本
社
会
史
研
究
』
三
四
号
、
一
九
九
四
年
）
参
照
。
（
ｕ
）
承
和
二
年
六
月
一
一
九
日
「
大
政
官
府
」
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
『類聚三代格」後篇巻一六、吉川弘文館、一九七一一年）。
（
皿
）
養
老
五
年
「
下
総
国
葛
飾
郡
大
嶋
郷
戸
籍
」
ｓ
大
日
本
古
文
書
』
絵
阿
資
料
と
歴
史
研
究
（
鈴
木
）
ご
下
総
国
府
か
ら
小
岩
・
葛
飾
区
立
石
を
経
由
し
、
隅
田
に
至
る
古
代
の
官
道
に
つ
い
て
は
、
木
下
良
「
立
石
考
ｌ
古
駅
路
の
想
定
に
関
し
て
」
（
『
諫
早
史
談
』
八
号
、
一
九
七
六
年
）
、
谷
口
栄
「
下
総
国
大
嶋
郷
の
故
地
」
（
『
東
京
考
古
』
八
号
、
’
九
九
○
年
）
・
同
「
東
京
低
地
と古代の道」（『かつしかの道総合調査報告」、’九九○年）、
佐
々
木
虐
一
「
す
み
だ
川
と
古
代
東
国
の
交
通
路
」
（
『
墨
田
川
高
校
堤
校
舎
研
究
紀
要
』
五
号
、
’
九
九
○
年
）
な
ど
参
照
。
（
ｕ
）
『
雨
の
舎
』
（
足
立
風
土
記
資
料
地
誌
二
『
近
世
地
誌
史
料
集
』
足
立
区
教
育
委
員
会
、
’
九
九
三
年
）
一
五
頁
。
（
旧
）
『
江
戸
砂
子
』
（
足
立
風
土
記
資
料
地
誌
二
『
近
世
地
誌
史
料
集
』
足
立
区
教
育
委
員
会
、
一
九
九
三
年
）
一
六
頁
。
（
旧
）
隅
田
川
御
殿
お
よ
び
家
綱
と
隅
田
川
御
殿
に
つ
い
て
は
、
真
宗
光
隆
著
『
年
表
隅
田
川
』
（
近
代
文
芸
社
、
’
九
九
二
年
）
六
五
頁
以
下
参照。
（
Ⅳ
）
『
江
戸
名
所
記
』
（
朝
倉
治
彦
校
訂
、
名
著
出
版
、
一
九
七
二
年）。
（
旧
）
『
葛
西
志
」
巻
一
八
（
東
京
地
誌
史
料
『
葛
西
志
』
第
二
巻
、
地
誌
刊
行
会
、
一
九
三
一
年
）
一
八
一
頁
。
同
書
に
は
、
「
一
同
年
（
元
録
一
一
一
）
五
月
廿
八
日
従
桂
昌
院
様
打
舗
三
枚
御
寄
附
被
成
下
候
御
入
之
節
梅
若
丸
縁
起
其
外
手
鑑
奉
入
御
覧
御
持
参
被
為
遊
其
後
御
返
戻
御
座
候
」
と
あ
る
。
六
七
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